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『
イ ンプ ッ ト仮説、ア ウ トプ ッ ト仮説、音声英語聴取能力、口 頭英語 表現能力、

　　　　　　T 一ユ ニ ッ トに対する平均単語数

　本研究では 、英語 を外国語 として学習す る 日本人大学生が短期間集 中的に英語 の イ ンプ ッ ト

を受 け、その イ ンプ ッ トに関連する ア ウ トプ ッ トを自主的に産出する 機会を得 られるような 学

習方法 を提案 し、そ の学習方法が英語総合能力（810bal　Engiish　proficiency）に どの よ うな効果

を及 ぼすかを学習以前 と以後の 聴取能力及び 口頭表現能力を 比較する こ とに よ っ て検証す る。

　本研究の背景 となる言語習得理論はイ ン プッ ト仮説 とその 補完的性格 を持っ アウ トプ ッ ト仮

説で ある 。前者は理 解可能な イ ン プ ッ トを大量 に 浴びる こ とに よっ て 言語獲得装置が機能 し言

語習得が 進め られる と い う立場 を取 り（Krashen，1982，1984）、後者はイ ンプ ッ トを受ける こ

とに 加えて、アウ トプ ッ トを産出する機会 を得る ことが、中間言語文 法の 仮説検証 、 再構築 な

どの 認知 過程 の 促進 に欠 かすこ とがで き な い とい う立場 を取る （Higgs ＆ clifford， 1982；

swain、1985，
1995；Plcζ 1992）。 本研究では、この 二 つ の理論の有機的融合の試み と して 、

日本人英語学習者に 一定 量の イ ンプ ッ トを与え、その 内容に対 して 英 語で ア ウ トプ ッ トを産 出

する 機会を集 中的に 与え る指導方法 を提案する 。学習者には 10 分程 度 の 長さの イ ン タヴュ
ー

や ス ピ
ー

チが 14 本録音されたテ
ープ （C−902 本）、英語 ス クU プ ト、日本語 訳、内容に関わ

る 質問な どを含んだ学習教材の パ ッ ケー
ジが与え られ る 。学習者は 1 ヵ 月の 問、テ

ープに録 音

され た こ れ らの 英語 をイ ン プ ッ トと して 吸収 し、与え られ た質問に したが っ て ア ウ トプ ッ トを

産出す る練習 を行 う。こ の 際、次 の ス テ ッ プに 従うよ う指導する ：（1）タイ トル 、話 し手 に つ い

て の情報 ・内容 に つ い て の 質問 （日本語）を読 み、内容 を予 測する ； （2）ス ク リプトを見ずに テ

ー
プを聴 く；（3）英語ス クリプ トの 中で下線を施された重要語 の 意味を確認する ；（4）文字を見ず

に テ
ープを聴 く；（5）日本語ス クリプ トをス キミン グする ；（6）文字を見ずにテ

ープ を聴く；〈7）英

語 ス ク リプ トをス キ ミン グする ；（8）文字 を見ずにテ
ープを聴 く；（9）使い こなせ るよ うに したい

表現の整理 ・
分類をする ；（10）文字を見ずにテ

ープ聴 く；（11）リピー
テ ィ ング （シ ャ ドウイ ング）

の練習をする ；（12）聴き取 っ た内容に つ い て の 質問 （英文） を読む；（13）質問に答え るための メ

モ を採 る ；（14）メモ を元 に 口頭で 質問に答える 。この よ うな 手碩で 練習を重ね る こ とによ っ て 学

習者は、言語習得 に不 可欠な（A）質的 ・量的に 適切なイ ンプッ ト、 （B）ア ウトプッ トを産 出す る

機 会 、 （C ）言語知識を内在化（intake）す るための 練習、の三 つ を得る こ とがで きる と仮定する 。

　 こ の 学習の効果 を量的 に調 べ る ため、学習者の英語 総合能力を学習期間前と後に 音声英語 理

解テ ス ト （リス ニ ング ・
テ ス ト） と 口頭英語表現テ ス ト （オ

ー
ラル ・イ ンタ ヴ ュ

ー） によ っ て

測定 し、分析 した 。

　本狭 究にお い て 検証された研究上の 問い（research 　questions）は 以下の 通 り ：
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（1）イ ンプッ ト・
アウ トプ ッ ト学習を行 っ た学習者は英語総合能力が高まる。

（2） インプ ッ ト・アウ トプ ッ ト学習にか けた時間と英語総合能 力の 伸びの 間には関連がある 。

　上記 の 問い に答えるため以下の 帰無仮説を検証する ：

H
。
1 音声英語聴取能力に関 して 、実験群の プリテ ス ト得点 とポ ス トテ ス ト得点の問 に有意差は

　　　 ない 。

Ho　2　口 頭英語表現能 力に関して 、実験群の プ リテ ス ト得点 とポス トテス ト得点の間に有意差は

　　　 ない 。

H 。3　音声英語聴取能 力を測るポ ス トテス トに おい て実験群と統制群の 問に得点上 の 有意差は

　　　 な い 。

恥 4　口頭英語表現能力を測るポ ス トテ ス トに おい て実験群 と統制群の 間に得 点上 の 有意差は

　　　 ない e

Hb5 音声英語聴取能力テ ス トにお ける得点の伸び（posttest　scores 　
一
　pretest　scores ）と学習者

　　　がイ ンプッ ト・ア ウ トプ ッ ト学習 にかけた時間の長さ との間に は有意な相関関係はない 。

H66　口頭英語 表現能力テ ス トに おける得点の 伸び（posttest　scores 　
一
　pretest　scores ）と学 習者

　　　がイ ンプ ッ ト・ア ウ トプッ ト学習にかけた時間の長 さ との間に は有意な相関関係は ない。

研究手順 ：

　（／）被験者 ：英文学科 に在籍する大学 2年生 30 名。統制群 15 名 、実験群 15 名。実験 群

　　　 の 15 名は最低学習時 間を超 えた者 （
一

日平均イ ンプ ッ ト60 分 x ア ウ トプ ッ ト 15 分

　　　 の合計 75 分 を
一

日の最低学習時間と設定） 。

（2 ）学習期間 （実験群） ： 1997 年 2 月 17 日か ら 3 月 17 日の
一

ヵ 月間 （春休み期 間中） 。

　（3）テ ス ト ：実験群、統制群両方 の被験者は指導期間の 開始時 にプ リテス ト、終 了時にポス

　　　 トテ ス トを受ける 。 プ リテ ス ト、ポス トテ ス トと もに音声聴解能力と 口頭表現能力を測

　　　定する 。 音声聴解能力は短い ニ ュ
ース 英語 を聞き取 り、そ の 内容 にあ っ た もの を日本語

　　　 で書かれた選択肢 の 中か ら選ぶ タ ス ク （15 問） に よ っ て 測定 し、口頭表現能力は口 頭

　　　 で なされた 10 の質問 に対 し 、 口頭で答え るイン タビュ
ー ・テ ス トに よ っ て 測定する 。

　　　 被験者の全ての アウ トプ ッ トは録音 され、文字化された 。 ロ頭表現能力を数量化す るた

　　　 め 、 被験者の アウ トプッ ト中の 「T一ユ ニ ッ トに対する 平均単語数」（average 　number 　of

　　　wordstT −units）を計算し、これを指標と した （Larsen・Freeman ，
1989）。

　（4 ）分析 ： テ ス ト・タイプ （音声聴解能力／ 口頭表現能力） ごとに テス ト （プリテス ト／ポ

　　　 ス トテス ト）、グループ （実験群／統制群）を要 因と した二 要因分散分析（2x2　Analyses

　　　 of 　Variance）によ っ て 分析 した 。 学習時間とテ ス ト得点の 相関はピアソン相関係数 を用 い

　　　 て分析 した。

結果 ：

表 1　 音声英語聴解テス トSizng点、標準偏差、学習時間

CONTROL 　GROUP
P田 lesこ　Post一こest 　 Gain　scx）ie

EX 刪 MENTAL 　GROUP

Pretest　Po3レles重 Ga 辻1　scσに 　 Le皿gth　of 　Study（kS ）

　　　　　　　　　　　　 （E スpG 江oup 　Only）

Mean 　 7．20　 6．93　 −0，27
SD 　 　 l．56　 　 L57 　 　 2．35

Mean 　 7．67　 8．93　 　 1．27

SD 　 　 2．70　 2．89　 　 2．41

38．8723
，40
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表 2　 口頭英語 表現能 力テス ト平 均点、標準偏差、学習時間

COtSTTROL 　GROUP
Pretest　Post・test　 Gainscore

　　 EXPER 臨正 NrAL 　GROUP
I｝rctcst　Post一ミest　Gain　SCOre 　　Leng血 of　Stsユdy（hrs）

　　　　　　　　　　　　　　（Exp．　Group　O ロ1y）

ム｛ea 皿 　6．39　　　6．33　　　−0．05

SD 　 　 1．36　 　 1．25　 　 1．03

Mean　6．93　　7．50　　　0，57

SD 　 　 1．99　 1．89　 　 0．94

742196

表 3　 分散分析結果 （音声英語聴解テ ス ト）

2x2 　Anaiysis　of　Varience【Grou　（Contrel　x　Exriment ）xTest （Pretest　x　Post−test）】
S．V ． SS df MS F

GroupSub 22．82222
．67

1
鰓

22．827
．95

287n ，s，

TestGroup

　x　Test
Sx 　Test

3．758
．8284
．93

　

　

8

112 3．758

．823
．03

124n ．s，

2．91†

Total 342．98 59 す．05 く p ＜ ．10

表 4　交互 作用 くGroup　x　Test）分 析結果 （音声英語聴解テス ト）

Analysis　of 　Group 　x 　Test　lnteraction

S，V ， SS df MS F

Group　inPretest
（Sub　IP　Pretest：

1．63145
．73

1
鴆

1．635
．20）

0．31n ，s ，

Group　in　Post−test　　30，00
（Sub　in　Post−test；　　　 161．87

1
認

30．005
、78）

5，19 ＊

Test　in　Control　Group　O．53
Test　in　Exp．　Group　　i2．03
（SxTest　　　　　　　 84．93

　

　

8

11

勹
白

O．5312

，033
．03

0，18n ．s，

3．97 †

＊

P く ．05 †．05 〈 p く ．10

表 5　 分散分析結果 （口頭英語 表現能力テ ス ト）

2x2Ana 垂sis　of 　Varience　［Grou　（Control　x　Exhment ）x 　Test　（Pretest　x　Post。test）］
S，V ， SS df MS F

GroupSub 10。92149
．57

1
お

10．925
，34

2．04　n ．s ，

TestGroup
　x　TeSl

Sx 　Test

1．el1
．4714
．65

11

認

1．011
，470
．52

194n ．s．

2．81n ．s，

Total 177．63 59
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表 6　 一
要因分散分析結果 （口頭英語表現能力テス ト）

（1）Control　Group （Pretes匙scores 　x　Post−test　scores ）：F（1114）ニ O．e4　n ．s．

（2）Experlmental　Group（Pretest　scores 　x　Post−test　scores ）：F （1114）＝ 5．20 ＊

（3＞Pretest　scores （Control　Group　x　Expenmental　Group）：F（1／14）； 0．70　n ．s．

（4）Post−test　scores （Control　Group 　x　Experimental　Group）F（1／14）ニ 3．7 ユ†

仮説検証結果 ：

馬 ユ　音声英語聴取能力に関 して 、実験群の プリテ ス ト得点 とポ ス トテ ス ト得点の 間に有意差 は

　　　ない 。　（有意傾向が見 られた，F（1128）＝ 3．97
，
．05 〈 p く ．10）

Ho　2　ロ頭英語表現能力に関 し て 、実験群の プリテ ス ト得点とポス トテ ス ト得点の 間に有意差は

　　　ない 。　（棄却 、有意差あり，F（1114）＝ 5．20
，
　p 〈 ．05）

Ho　3　音声英語聴 取能力を測る ポ ス トテ ス トに おいて 実験群 と統制群の 間 に得点上 の有意差 は

　　　ない 。　（棄却、有意差あ り ， F（1！28）＝ 5，19，　p ＜ ．05））

Ho4　口頭英語表 現能力を測るポ ス トテス トに おい て 実験群 と統制群の聞 に得 点上の 有意差 は

　　　ない 。　（有意傾向が見 られた ， F（1／14）＝ 3．71，，05 ＜ p く ．10））

H 。5　音声英語聴取能力テス トにおける得点の 伸び（posttest　scores 　
一
　pretes 仁scores ）と学習者

　　　が イ ンプ ッ ト・
ア ウ トプッ ト学習にか けた時間の 長 さとの 間には有意 な相関関係 はな い

。

　　　 （棄却、負の 有意な 相関あ り ；r ＝ 一．565 ，dfs＝ 1！13
，
F ＝ 6．09

，
　p ．＜ ．05）

H 。6　口頭英語表現能 カテ ス トにお ける得点の伸び（posttest　scores 　
一
　pre　test　scores ）と学習者

　　　がイ ンプ ッ ト・ア ウ トプッ ト学習にか けた時間の 長さ との 問には有意 な相関関係はない 。

　　　 （支持、有意な相関な し ：r ＝ 一．174，dfs　＝ 1／13
，
F ＝ ．41

， n，s ．）

結論 ：

　実験結果か ら、今 回提案 されたインプ ッ ト・ア ウ トプ ッ ト学習方法 は大学生英語学習者の 英

語総合能力 （音声聴解能 力、口頭表現能 力）を高めるために効果的で ある こ とがあきらか とな

っ た。

　イ ン プッ ト ・ア ウ トプ ッ ト学 習にかけた時間 と英語総合能 力の 伸び の間の 関連に つ いて は、

正 の 相関関係は見 られなか っ た。

本実験の 問題点及び今後 の課題 ：

1）実験群は高 い 動機付 けを持 っ て い る学習者に よ っ て構成 されて お り、今回実験 した学習方

　　法が動機付けの低い学習者に対 して も効 果があるか どうか を確か める 必要がある 。

2）極端 に多 くの 時間を 学習に割いた 2 名の 学習者の 点数が伸びてお らず、これ が学習時間 と

　　点数の伸び との負の 相関 を導 い たわけで あるが、なぜ こ の よ うな結果 が生 じたの か調査する

　　必要が ある。

3）今 回用い た英語能力測定方法 （テ ス ト）は実用性を重視する ことに よ っ て 選択されて お り、

　　よ り信頼性及び妥当性の 高い テ ス トによ っ て今回の 実験結果を追証する 必要があ る。

4 ） イン プ ッ トとア ウ トプ ッ トに加え、イン ター
ラク シ ョ ンする機会 も得 られ るよ うな長期 自

　　主学 習方法の 提案を今後の 課題 とする 。
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